
小学校再編準備協議会だより 第 4号 
令和 2年 7月 10 日発行 編集／川俣町小学校再編準備協議会事務局（川俣町教育委員会学校教育課） 

令和 4年度の小学校再編に向け、第 4回川俣町小学校再編準備協議会（以下「協議会」）が 
6 月 24 日（水）に開催されました。その会議内容をお知らせします。 

◇ 協議会委員の変更（4 月 1 日付け人事異動による）について  

【新】 神尾孝弘委員（福田小学校長）   【旧】 大内雅之委員（福田小学校長）  

◇ 標準服・運動着について  

各小学校、幼稚園・保育園の保護者アンケート調査結果（概要）は次のとおりです。 

標準服を指定した方がよい。（75.8％） 

新たなデザインの運動着に賛成。 （89.4％） 

着用時期は令和 4 年度からとするが、令和 3 年度の 1～5 年生は着用中の標準服及び運動着

を引続き着用可とするべき。（標準服：50.1％、運動着：69.4％） 

※ アンケート調査結果の詳細は次頁以降をご覧ください。 

○ この結果を受けて、次のとおり決定しました。 

① 標準服を新たなデザインで指定する。 

② 運動着を新たなデザインにする。 

③ 検討部会を設置して検討する。 

◇ スクールバスの運行について  

乗車対象者、発着所、乗降所などについて検討しましたが、詳細は継続協議となりました。 

○ 乗車対象者（案） 

スクールバスの乗車対象は通学距離が概ね２ｋｍを超える児童とします。徒歩通学との区分は行

政区（小字）単位で区切ります。 

○ 発着所（案） 

① 街なか駐車場（字中丁地内） 

② 町役場マイクロバス駐車場 

※ 児童の体力低下への配慮、安全な登下校などを考慮して発着所を 2 か所に分散します。 

（主な理由） 

・ 健全な発育のために、女児で 1 日 11,000～12,000 歩、男児で 1 日 13,000～15,000 歩と

いった歩数での推奨もされていることが、2011 年の日本学術会議の提言「子どもを元気にす

る運動・スポーツの適正実施のための基本指針」において紹介されています。 

・ 川俣小学校の周辺道路は幅員が狭く一方通行区間もあり、川俣中学校も隣接しているため、

児童生徒の安全確保の観点から川俣小学校までのスクールバス乗り入れはしません。 

○ 乗降所（案） 

スクールバスの乗降所（停留所）は自宅から概ね１ｋｍ以内の距離とします。児童の安全を第一に

登校時の始発時刻、道路状況などを踏まえて、保護者及び学校の意見を聞いて決定します。 

◇ 次回会議の開催について  

次回の協議会は、7 月 29 日（水）に開催予定です。 

ご意見・ご要望がありましたら下記問合せ先まで、電話・ＦＡＸ・メールでお寄せください。 

＜問合せ先＞ 川俣町小学校再編準備協議会事務局（川俣町教育委員会学校教育課） 

  住所 〒960-1492 川俣町字五百田 30 

  電話 024-566-2111（内線 2002）   ＦＡＸ 024-566-5154 

  メール ｇａｋｋｏ＠ｔｏｗｎ．ｋａｗａｍａｔａ．ｌｇ．ｊｐ 

町ホームページも 

ご覧ください。

「標準服・運動着検討部会」において検討していただき、令和 2年 9月を目標に決定します。 

・ 部会構成員： 各小学校・幼稚園・保育園の保護者代表、教職員代表、事務局の計 12名程度 

・ 検 討 事 項： 標準服及び運動着の形態、デザイン、素材など



川俣町教育委員会
令和2年5月作成

１　調査対象者

(1)　各小学校（児童）の保護者

(2)　各幼稚園（園児）の保護者

(3)　すみよし保育園（園児）の保護者

２　調査実施期間

(1)　第1回アンケート調査（川俣南小学校）

令和2年2月10日（月）から2月20日（木）まで　　※ 服装等調査を含む。

(2)　第2回アンケート調査（各小学校・幼稚園・保育園）

令和2年4月10日（金）から4月20日（月）まで

３　アンケートの配付数及び回収数

№ 学校等 配付数 回収数 回収率

1 福田小 37 32 86.5%

2 川俣小 126 104 82.5%

3 富田小 71 63 88.7%

4 川俣南小 84 76 90.5%

5 飯坂小 24 21 87.5%

6 富田幼 50 49 98.0%

7 川俣南幼 10 9 90.0%

8 すみよし保育園 96 88 91.7%

498 442 88.8%

※1 アンケートは各学校等の実家庭に配付しました。
※2 小学校と幼稚園・保育園にアンケートの配付・回収を依頼したため、同一保護者の重複回答が含まれます。

４　アンケートの集計

(1)　お子様について

【問1】お子様全員の在学・在園（年代）について、該当するところに人数を記入してください。

在学・在園 （年代） 人数

保育園 （0～3歳） 90

幼稚園・保育園 （4～6歳） 177

小学1～2年 （7～8歳） 150

小学3～4年 （9～10歳） 141

小学5～6年 （11～12歳） 183

中学生以上 （13歳以上） 157

898

小学校再編に係る標準服及び運動着の保護者意向調査（アンケート調査）集計結果

合計

合計

福田小
7.4%

川俣小
25.3%

富田小
14.3%川俣南小

16.9%

飯坂小
4.8%

富田幼
10.0%

川俣南幼
2.0%

すみよし

保育園
19.3%

アンケートの配付数

1人
29.6%

2人
43.4%

3人
20.6%

4人
5.4%

5人以上
0.5%

（未回答）
0.5%

R02.07.10発行　小学校再編準備協議会だより（第4号）付属資料

- 1 -



(2)　小学校再編後（令和4年度以降）の小学校の標準服について

【問2】標準服の指定について、どのようなお考えですか。（単一回答）

件数 率

335 75.8%

101 22.9%

6 1.3%

【問3】標準服を着用する時期は、いつからがよいですか。（単一回答）

件数

69

168

86

9

3

(3)　小学校再編後（令和4年度以降）の運動着について

【問4】運動着は新たなデザインとする方針ですが、どのようにお考えですか。（単一回答）

件数

395

37

10

【問5】新たなデザインの運動着を着用する時期は、いつからがよいですか。（単一回答）

件数

115

274

4

2

選択肢

1.標準服を指定した方がよい

1.令和4年度から新運動着を着用する。

2.基本的には「1」とするが、今の運動着も可とし、買
替えるときから新運動着を着用する。

3.その他

（未回答）

（未回答）

選択肢

1.新たなデザインに賛成

2.新たなデザインに反対

（未回答）

選択肢

2.標準服はない方がよい

（未回答）

4.その他

選択肢

1.令和4年度から新標準服を着用する。

2.基本的には「1」とするが、今の標準服も可とし、買
替えるときから新標準服を着用する。

3.令和4年度の1年生から順次新標準服を着用する

89.4% 8.4%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1.新たなデザインに賛成 2.新たなデザインに反対 （未回答）

①
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②
50.1%

③
25.7%

④
2.7%

（未回答）

①
29.1%

②
69.4%

③
1.0%

（未回答）
0.5%

81.3%

92.3%

71.4%

42.1%

85.7%

83.7%

66.7%

80.7%

75.8%

18.8%

7.7%

25.4%

53.9%

14.3%

14.3%

33.3%

19.3%

22.9%

3.2%

3.9%

2.0%

1.3%
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川俣南小

飯坂小

富田幼

川俣南幼

保育園

合計

学 校 等 内 訳

1.標準服を指定した方がよい 2.標準服はない方がよい （未回答）
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【問2】標準服の指定の選択理由

1 指定した方がよい 日々の通学や式典など、着ていく服に悩まなくていい。

一体感・連帯感があり、きちんとした印象がある。

服装による格差や差別が起こりにくい。

着替える習慣が身につき、生活にメリハリがでる。

2 ない方がよい 買替える手間や金銭的負担がある。

（私服がよい） 私服で困らない、必要性を感じない。

動きやすく、体温を調整しやすい。

川俣町以外では私服が多い。

【問3】その他の主な記述

1

2

3

【問4】新たな運動着の方針に賛成（反対）の選択理由

1 新デザインに賛成 一体感があり、新しい学校のスタートとしての気運が高まる。

時代に合ったデザイン・素材が選べる。（ハーフパンツ、乾きやすいものなど）

校内・校外活動時の安全確保が容易になる。

色などを変えてほしい。（長袖は緑以外、半袖は白以外、小さなゼッケンなど）

2 新デザインに反対 金銭的に負担がかかる。（お下がりが利かないなど）

川俣小の運動着がいい。（「みどりの中に光る絹の町・川俣」にふさわしいなど）

現小学校のどれかにすればいい。

新しくする意味があると思えない。

【問5】その他の主な記述

1

2

【問6】意見など

1 標準服について 負担軽減のため、できるだけ価格を抑えてほしい。

しっかりとした素材、洗濯が可能で乾きが早いなど機能性に配慮したものがいい。

お下がりが利く、男女兼用の上着（ブレザー、イートンなど）のみにしてほしい。（下は自由）

防犯上、一目で男女を識別可能なスラックスやスカートは採用すべきでない。

男女共通のポロシャツなどにしてほしい。（ワイシャツやブラウスは暑い）

子供のときから自分でTPOに合わせた衣服を選ぶ環境（私服）の方が将来役立つと思う。

統一感は個性をつぶしかねないし、もっと個性をだせる環境にしてほしい。

式典用の服は、フリーマーケットで安価に購入できるし、売ることもできる。

2 運動着について 負担軽減のため、できるだけ価格を抑えてほしい。

丈夫で、活動しやすく、着脱しやすいものがいい。（ファスナー無し）

汚れがつきにくい、乾きやすい素材にしてほしい。

半袖シャツは、透けない色（白以外）にしてほしい。

ショートパンツでなく、ハーフパンツにしてほしい。

ゼッケンの大きさや必要性を検討してほしい。

3 その他 標準服や運動着の買替えは金銭的負担が大きいため、町で負担（助成）してほしい。

どの家庭に対しても公平であってほしい。

早期に決めて、保護者に知らせてほしい。（今後、購入するサイズの検討などのため）

令和4年度の1年生から順次着用する。

令和3年度の1年入学時から新しい運動着を購入したい。

主な回答理由及び意見等

令和4年度から標準服を着用するが、5・6年生は希望者のみ着用とする。

町が金銭的負担をしてくれるなら新デザインでもよい。

令和3年度の1年入学時から新しい標準服を購入したい。
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